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２・３年次：（学）スーパーグローバルスタディ（選択） 

スーパーグローバル 

基礎知識講座 

 

•国連職員、ＪＩＣ
Ａ職員、ＮＧＯスタ
ッフ、大学教員等に
よる講義、ワークシ
ョップ等を実施。 

 

•解決すべきグロー
バルな課題を知ると
ともに、国際協力分
野の基礎的な知識を
身に付ける。 

スーパーグローバル
重点分野講座 

 

•「貧困とストリー
トチルドレン」「経
済発展と自然破壊」
に研究の焦点を当て
る。 

 

•外部専門家を招へ
いしてのアクティブ
ラーニングによる課
題解決型の学習を展
開する。 
 

海外からの留学生と
の交流 

 

•大阪大学、大阪国
際大学、公立鳥取環
境大学との高大連携
により、外国人教員、
留学生との環境や貧
困等をテーマとした
ワークショップを行
う。 

 

•グローバルな課題
をグローバルな視点
から考えさせる。 

海外実態調査 

 

•実際にモンゴルや
マレーシアに赴き、
現地の支援団体等で
の活動や調査等のフ
ィールドワークを体
験する。 

 

•自らが課題に直面
することにより、課
題を解決するための
方策について考えさ
せる。 

クアラルンプール大
学でのワークショッ
プ 

 

•スーパーグローバ
ル重点講座での学び
と海外実態調査の結
果をとりまとめ、マ
レーシアのクアラル
ンプール大学で報
告・協議する。 

 

•大学の研究者や学
生とともにグローバ
ルな課題について考
える。 

成果発表・発信 

 

•英語版ＨＰを創設。 

•海外姉妹校、連携
中学校、地元能勢町
や大阪大学外国語学
部のイベント、ＪＩ
ＣＡポスターセッシ
ョン等でSGH活動
の成果発表を積極的
に行う。 

•農業クラブやユネ
スコスクールで報告 

「貧困とストリートチルドレン」 

 

・子どもたちへの教育（H28） 

・自立的な地域社会の構築と相互連携（H30） 

＊フェアトレード、一村一品運動、農業による自立 

「経済発展と自然破壊」 

 

・木炭製造の中で消えゆく森林（H27） 

・エビ養殖とマングローブの植林（H29） 

・プランテーションと森林破壊（H31） 

 

現状を理解しグローバルな見識を持

って判断できる生徒の育成 

地域課題に直面し国際協力の手法

を活用し実践できる生徒の育成 
グローバルな視点を持って地域で

協働できる生徒の育成 

グローバルな現場で能勢町や能

勢高校を語れる生徒の育成 

 

―国際協力の現場で判断力と実践力を培うグローバル人材研究― 

 

大阪府立能勢高等学校 SGH 全体構想図 

モンゴル 
ウランバートル 

企業 支援施設等での調査 FＷ 

マレーシア 

ベラ州 サバ州  

企業・植林地等での調査ＦＷ 

ジェンダーセンター 

MARA公団 OISCAマレーシア  

 

大阪大学外国語学部 

モンゴル語専攻 

今岡研究室 

大阪教育大学教育学部 

化学生態学研究室 

海外での実態調査 支援機関・大学等との連携 国内の大学との連携 

 

大阪国際大学 

公立鳥取環境大学 

海外からの留学生 

との交流 

課題研究のテーマ 

（ＳＧＨ重点分野講座） 
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目 標 

国際交流の経験・関係を活かした研究開発 

農業教育の研さんを活かした研究開発 

地域の課題解決にもつながる研究開発 

総
合
学
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連
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育
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クアラルンプール大学

研究成果を協議 

 

マレーシア アスンタ高校

研究成果の報告 

外国語学部のイベント 

本校文化祭に相互参加 

国内の機関との連携 

教育課程での位置づけ 

生
徒
全
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が
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１年次：産業社会と人間 農業と環境  

２年次：総合的な学習の時間 
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